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対称性より、 ),( 00 yxP は、 0,0 ≧≧ yx の範囲を動くと考える。 

OQOP, が x軸となす角を、それぞれ 
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相加平均・相乗平均の関係より ab
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これより、 tan の最大値は
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 より、 2cos が最小になるのは、 2tan が最大のときである。 

2cos の最小値は 
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